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松本斗機蔵とその著述・序説
大野　延胤
　松本斗機蔵（寛政5年、1793～天保12年、1841；千人同心組頭、名胤親、号菊人）に
っいては、「通航一覧」の各所に引用された「北海烏舶記」の編著者として、また、水
戸藩主徳川斉昭に献じた「献芹微衷」（天保8年、1837）において、西洋型艦船の建造の
急務なことやロシヤおよび英国との通商について論じたり、モリソン号事件に際して
は、外国船の打払いに反対して上書（天保9年、1838）したりしたことで知られ、渡辺
睾山や高野長英等と同じく、‘蛮社’の一員であったD。また彼はシーボルト事件で獄
死した天文方高橋景保について学び、特に、景保の満州語における弟子として知られて
いるのは、現在のところ、松本のみと言われている。この事は、早くから言語学関係者
の注目するところであった2）。
　彼の著述中、「献芹微衷」とモリソン号についての「上書」は書き写され、写本とし
てかなり広く流布したが、活字化され刊行されたものは明治維新以前にはほとんど無
く、わずかに、紀州藩儒、尚歯会主宰者遠藤通（義斎、勝助）の「救荒便覧・続集」（天
保8年、1837刊）に寄せた践文を見るのみである。維新後、写本として流布した上記2
書は、いくつかの形で刊行されているが、その他は「通航一覧」（大正2年、1913、国書
刊行会）に収められた「北海烏舶記」からの引用記事と「蔵書目録」（後述）、それに数
通の書簡（後述）が活字化され刊行されたに過ぎない。彼の自筆の著書、草稿、蔵書の
多くは維新前後に散逸し、そのために、彼の行実や思想をたどることは甚だ限られたも
のとなったと思われるが、その一部は現在、国内のいくつかの大学や図書館等に所蔵さ
れ、更に一部はアメリカ、カリフォルニア大学バークレー校の所蔵となって現存するこ
とは幸とすべきであろう。それら未刊の著述、草稿類には、すでに知られている彼の行
動や主張をさらに補うことができるものも多い。ここでは、限られた紙幅に詳細を述べ
る事は出来ないので、現在判明している松本の著述資料の大要を序説として記すに止め
たい。
　著述は1、2、3…の項目別とし、同一項目に同内容の写本、刊本等を複数挙げる場
合にはA、B、　C…で区別した。また同一項目に内容を異にする複数冊がある時はa、　b、
c…で区別し、必要に応じて、それぞれに別記号（M－1、C－1など）を加えた。
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L　「北海烏舶記」（ほくかいうはくき）（文化末年頃）
　我が国の北部、北方海域における外国船に関する事件、情報を編年体で記したもの。
現存する写本では寛永20年（1643）から明和8年（1771）に至る記述を収めているが、
「通航一覧」（嘉永6年（1853）、林緯、宮崎成身等編）の魯西亜国部（巻273～巻321）を
はじめ唐国部（巻236、237）、阿蘭陀国部（巻240、251）、諸厄利亜部（巻253、254）お
よび付録（巻5、6、8）に引用された「北海烏舶記」からの引用は寛永20年から文化
5年（1808）に亘っており、その原本は、現在までに発見されていないが、かなり大部
なものであったと想像される。松本は、文化6年（1809）幕府の素読吟味に甲科で及第
し3〕、その後昌平坂学問所で学問に励んだが、彼の天文方高橋景保との関係もすでにそ
の頃に始まっていたと考えられる。彼自身の記すところによれば、彼が海外事情研究へ
向う直接の動機は、文化10年（1813）最上徳内（白虹斎）に出会ったことである4）。こ
れから数年間、徳内の蔵書や地図類を借覧し書写し、一方高橋景保や近藤重蔵等から学
んだ成果が、彼の最初に著述（文化末年の稿）と考えられる「北海烏舶記」であった。
この著書の特徴のいくつかを挙げれば次の如くである。
　（1）編年体の記述であるが、各項目のはじめに日本暦に加えて西暦を付した。松本は日
本近海に起こった数々の事件を、西洋をも視野に入れてとらえようとしていたと考えら
れる。
　（2）内容は単に外国船の来航ばかりでなく、北方の地理、漂流、探検、蝦夷地の行政
（警備、反乱、転封）等、北方問題全般に亘っての記録である。
　（3）各事件等の記述には、それらを証する文書や書物からの引用文を付し、時には外国
語の原文及び訳文を付し、出来る限り客観的に正確な記録をする様努力した。例えば
「通航一覧」巻236、安永4年（1775）の項に、樺太ナヨロのヤエンコロアイノ所持の満
州文書（満州の官吏、三姓副都統某が楊忠貞に与えた、乾隆40年3月20日付文書）を翻
訳して載せた。これは彼が満州語を理解したことを示す一例としてしばしば引用される
ところである。また、地名などロシヤ語での記述も行なっている。
　以上の様なことから「通航一覧」には魯西亜国部を中心に、かなり多くの記録を「北
海烏舶記」から引用することになったと思われる。更に明治維新以後、「外交志稿」（明
治17年（1884）、外務省記録局纂修）や「古事類苑」（外交部21露西亜上、同21露西亜下）
にも主に「通航一覧」を通じて引用がある。
A　北海道立文書館蔵本（写本1冊。旧記0130）
　表題は「北海烏舶記　束察加志」。　「北海烏舶記」（松本胤親編次）19丁の後に「異国
来港年表」（近藤重蔵）、「束察加志」（前野良沢）等9種の文書を付す。幕末の写本と思
われる。
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　このほか旧記0128、同0129の記号の北海烏舶記があるが、いずれも明治時代に、上記
Aを写したものと考えられる5）。
B　市立函館図書館蔵本。内容はAに同じ。昭和6年の写本。
C　北海道教育大学付属図書館函館分館蔵本。
　昭和7年、上記Bの写本。
　以上のほか、東京大学、（明治10年頃写）、京都大学（大正3年写）所蔵本がある。通
称、チェイムバレンの「蝦夷書目」6）には北海烏舶記の所在をHakodateとしている
が、現在のところ函館には該当する写本は見当らない。
2．「嚢駝纂説」（たくださんせつ）（文政5、6年頃）
　文政4年（1821）6月、オランダ船でラクダ牡牝2頭が長崎に到着した。ラクダは当
時“奇畜”で、めったに我が国の人の目にふれることは無く、その産地や使用の仕方は
知られていなかった。そのため、松本は日本、中国、オランダの書物にラクダの記事を
求め考諺を行なった。ここでも松本はラクダに当るロシヤ語、オランダ語を記し、特に
増訂清文鑑から駝、索駝、明駝の3種について、その満文の解説を引用した7）。
　松本はこの巻頭に山海経、本草綱目等から9枚のラクダの絵を転写しているが、特に
最後に示したものは、文政4年に渡来したラクダ2頭の図で、その原画は銅版画であっ
た。彼はその写図（銅版画の上に薄い和紙を置き筆写したもの）と原図である銅版画そ
のものを、下記A（自筆本）に綴っている。この銅版画の製作者や製作の年月日などは
明らかではないが、堤官山（唐公榿）の「豪駝考」（文政7年序）の巻頭に置かれたラク
ダの図は“倣銅版図東陽写”とあって、同じ銅版画に依ったものであり、また、須藤由
蔵編著「藤岡屋日記」、文政七甲申年秋の条にも、宅山の「豪駝考」から引用したと思
われる同じ位置、形のラクダの図がある8）。長崎渡来のラクダは、将軍へ献上を目的と
したものであったが‘御不用’となり、文政6年（1823）2月、長崎出島の‘甲必丹’
から　‘大小通詞’へ、更に　‘市中商人富山屋文右衛門’へ譲り渡された9＞。その後、大
阪、京都（四条）で見世物興行となり、文政7年（1824）木曽路を経て、閏8月6日江
戸に入り、9日から両国広小路で見世物となった’°〉。松崎’廉堂は「’廉堂日暦」文政8年
2月4日の条に‘今日、稟駝を観る。’と記して、ラクダの形状を述べているので江戸に
は長期に滞在したと思われる”〉。その年の秋、ラクダは甲州路から美濃路を経て、文政
9年に名古屋に入り、三河遠江で興行、文政10年、再び名古屋に戻り、伊勢大和から、
又も大阪に行き、それから北国興行となり、その途中で死んだと言われる’2）。これら興
行に伴って、ラクダに関して、薬効や夫婦和合の見本として取り沙汰され、木版画が売
り出されたりした。その頃、上記「豪駝考」のほか大槻玄沢「豪駝訳説」や尾崎雅嘉
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「ii藝駝渉覧」13）などが書かれたのであった。
　松本の「豪駝纂説」は次の3本が確認されている。いずれも巻末に「続豪駝纂説」を
付した1冊本である。
A　大東文化大学蔵本（自筆）
　前川三郎（研堂）旧蔵本。表紙に「豪駝纂説」と松本が題名を自書し、後年、その下
に「正続」と加筆されている。第1丁Aに「明教館」と「松阪学問所」の2つの角印が
ある。このことから、この自筆本は、松本が天保10年（1839）紀州徳川家へ献上したも
のの1冊であることが分かる14）。巻末「続豪駝纂説」の末尾に増訂清文鑑からの満文
（所所に訳語を付す。）を記している。巻頭の図譜に、銅版画（1枚）が綴り込まれてい
るのは前述の通りである。
B　静嘉堂文庫蔵本（写本）
　岡本保孝（況斎）の手写本。内容は上記Aに同じ。所所に校正、短評を記している。
岡本は文政から天保にかけて、考謹や音韻を通じて松本とは親しい友人であった15）。
C　東京大学（総合図書館）蔵本
　田中芳男旧蔵本。本文は1頁8行、1行18字で楷書で書かれ、木版本のための稿本か
とも考えられる。これには増訂清文鑑からの引用には駝、豪駝、明駝の3語に満州語を
記し片仮名で振り仮名を付しているが、解説部分には満文は無く訳文のみを載せてい
る。
3．「献芹微衷」（けんきんびちゅう）（天保8年、1837）
　松本は寛政のはじめ以来、北方からのロシヤの南下や通商要求、イギリス船の渡来や
事件について、鎖国日本の幕府の対応のあり方に危惧を抱いた1人であった。彼は、昔
は遣唐使船、御朱印船など我が国の船が海外の国国へ往来していたにもかかわらず、今
はそれら大船は無く、沿岸を伝って航行するのみの‘地乗船’があるだけになったこと
を歎き、‘サレバ今海国ノ武備ヲ堅固ニセントナラバ西洋船二劣ラヌ高大堅牢ノ大船ヲ
造ルヘシ彼ト封衝スル大船出来テノ上ニテ我ト彼トノ強弱ヲ論スヘキナリ’と述べ、大
船の建造のためにオランダ人を招き、乗組の諸役の船員の訓練養成を行うべきこと。
参勤交代を5年に1度として冗費を節減し、中国との交易を止めて‘紅銅の流出を防
ぎ、諸候に大船、大砲を造らせること、さらにロシヤ、イギリスの日本との関係を論じ
て、これら2国に、オランダと同様、通商を許すことの重要性を、漂流民五郎次などの
見聞を含め、内外の多数の文献を引用して、大胆に自説を展開した。
　この「献芹微衷」は水戸中納言（徳川斉昭）に献上された。これは、松本と親交の
あった藤田東湖の紹介によると思われる’6）。献上本の所在は不明である。巻末に、‘献
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芹微衷稿成之後書八首’として、稿を終えた感慨を漢詩8首に述べている。献上の際
に、献上の主旨を記した別紙を添えたが、これを‘自践’として巻末に付している写本
も多い。この‘自践’は「古事類苑」政治部56下編、上書（洋装本、政治三、p、257）
に収録されている。
　「献芹微衷」の写本は多数存在するが、そのうち、特色ある数種を紹介するに止める。
A　早稲田大学蔵本（自筆）
　同大学図書館、特別資料室、洋学文庫の大槻文庫中の1冊。表題は「献芹微衷　大槻
松本二種」。大槻文彦蔵の朱角印。前半は大槻磐渓の「献芹微衷」（本文11丁）、後半は松
本胤親の「献芹微衷」（本文39丁）の合綴本。
　松本の自筆本は、現在のところ、この本以外には見当らない。表紙の裏面に大槻如電
による松本の小伝（大正15年）が書かれている’7）。ロシヤ語等の外国語も松本の自筆で
ある。従ってカラフト島、即ち‘黒（Sahaliyan）江（Ula）口（Angga）峯（Hada）’も
彼の手で、満州語で書かれている。他の写本ではこの満州語を欠くか、辛うじて真似て
書写しているに過ぎない。これは「北海烏舶記」におけると同様である。
　この自筆本が大槻磐渓の同名の書と同綴され大槻文庫に保存されていることについて
は、詳述する紙幅を持たないが、磐渓自筆の「献芹微衷附録外編」18）の‘外編’に、磐
渓が自分の著（嘉永2年、1849）を　‘友人山鹿素水’に示したところ素水（高補）は驚
ろき、自分は松本の同名の書をすでに所持していると告げられたこと。これは全く偶然
の事であったが、更に筆者不明の評論19）中に自著を‘踏襲剰霜の恐れありなどと批
評され、歌舞伎の芸になぞらえて戯評されたことを、かえすがえすも‘遺恨ナレ’と記
している。ここで彼は、自説を改めて主張すると共に、生涯、この戯評の作者が誰であ
るか追求して止まなかった。
　松本の自筆本が磐渓の同名の書と同綴され大槻文庫に所蔵されていることは、以上の
事と無縁ではないと思われる。
B　神宮文庫蔵本（上、下2巻合綴）
　神宮文庫の角印のほか、古事類苑編纂事務所の角印と内藤阯里の丸印が押されてい
る。巻之上、巻之下の2巻に別れているが、なぜか巻之下が先に巻之上が後に合綴され
ている。内藤阯里の旧蔵本で、前記、‘自践’の古事類苑への引用もこの本からと思わ
れる。また、「日本文庫」第10編（明治25年、1892、博文館）の「献芹微衷」は、これ
を底本としている。
C　足利学校遺蹟図書館蔵本（写本）
　「勝海舟手抄手澤雑書」（29冊）の1冊（第19冊）。表紙に、この本の内容が‘当時ノ卓
見ナリ’と大書してある。良い写本とは言い難い面もあるが、勝海舟の身辺に在って、
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愛読された点で興味ある1本である。・r上書」1（下記5）も収められている。
D　静嘉堂文庫蔵　日渉園叢書所収本（写本）
　日渉園叢書は讃岐高松藩儒、片山達（沖堂）（文化13年、1816～明治21年、1888）の編
である。全5巻中、第4巻に他の3編と共に松本の「献芹微衷」と「上書」1（下記
5）を含む。上部余白に引用書目が、念入りに記されており、良い写本の1つと言える
ものである。
E　江川文庫（静岡県韮山町）蔵本（写本）
　一冊全部が半紙のまま1か所をこよりで仮綴じしたもの。数人の手で急いで筆写した
跡がうかがえる。末尾に「草藁天保八年丁酉七月十九日起八月九日脱　浄写八月十二日
起廿日脱（？）」と他のいずれの写本にもない執筆についての記述がある。恐らく松本
は此の本を水戸斉昭へ献上の前に、門人数人に筆写を急がせ、江川英龍へ呈上したもの
と思われる。松本は天保8年9月19日に藤田東湖と遠藤勝助宅で出会い、翌20日に江川
を江戸役所（本所南割下水）に訪問し2°）、同25日にこの書を斉昭に献上したのである。
F「海防彙議」所収本（写本）
　塩田順庵編「海防彙議」（嘉永2年、1849、序）に収められた松本の「献芹微衷」は、
市立函館図書館の岡田本では、巻6に上下として、同館の高尾本、無窮会（神習文庫及
び織田文庫）本、北海道立文書館本、天理本では巻3に収められている。良好な写本の
1つである。
　以上のほか、国立公文書館（内閣文庫）（1巻本と2巻本の2部）、宮内省書陵部、東
京大学史料編纂所、尊経閣文庫、米沢市立図書館（興譲館旧蔵）、射和文庫（三重県松
坂市）、蓬左文庫、東北大学（狩野文庫）、横浜市立大学（鮎沢信太郎文庫）、慶応大学、
など各地に写本が存在する。
　次に刊本を挙げておく。
G「日本文庫」第10編所収本
　明治25年、博文館発光。全12編（冊）中の第10篇に幼学指要（岡田寒泉）、天竺渡海
物語（天竺徳兵衛）など9項の1つとして収録された。はじめに内藤1阯曼の解題があ
る。巻之上と巻之下と2分されている。この原本は上記Bに挙げた神宮文庫本である。
維新後、活字本として刊行された初めてのもので、この後、研究書にもしばしば引用さ
れた。然し、ここでの著者名の誤りもそのまま引継がれて今日に及んでいる事は前述の
通りである（注16参照）。
H「日本海防史料叢書」所収本
　住田正一編、昭和7、8年、海防史料刊行会発行。全10巻中、第4巻に収められた海
防彙議巻三に松本の「献芹微衷」がある。これは前記Fの活字本である。
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4「蔵書目録」1（写本、1冊）（天保8年10月）
　横浜市立大学、鮎沢信太郎文庫蔵本。これは、松本が‘酉十月’（序。酉は天保8年、
1837）の日付で作成した「蔵書目録」である。然し、これは、正しくは‘紀州徳川家へ
の献上書の目録’であって、彼が所蔵した書物のごく一部に過ぎない（献上書以外の
「蔵書目録」については2として、下記7に記す）。実際に献上されたのは、天保10年
（1839）であって、巻末に‘右者天保十年亥四月十七日紀伊殿江差出し御受納之上御挨
拶として金拾五両御蔵板之貞観政要一部被下候’と記されている。
　序文によれば書物献上の理由は大略次の通りである。
　文化10酉年（1813）の頃、最上徳内が蝋製方御用で八王子に旅宿していたので、（私、
松本は）しばしば彼を訪問して対話した。徳内は天明6年（1786）普請役青嶋俊蔵に
従って東蝦夷地の島々までめぐり歩き、ロシヤ人とも対応し、また寛政年間、蝦夷地開
発の折、辺地の特別任務に当った者である。（私は）以上の島々はもちろんのこと、ロ
シヤ、満州等の地理風土の研究を心掛け、（徳内はもちろん）近藤重蔵、高橋作左衛門
などにも従って教を受け（随従任）、外国の地理風土などに関する書物を借りて写し、
現在三百余巻になった。然し、私はもはや四十余歳で、実子も無く、加えて病弱である
ので、大切にして来たこれら書物が、万一の時、散侠してしまうことは何とも忍び難
い。従ってその書籍地図類を別紙目録の通り、御当家様（紀州侯）へ献上したい21）。
　以上が松本の献上理由であるが、実際は、当時の進歩的洋学者などに対して厳しさを
増す時勢と深くかかわる理由があったと思われる22）。また献上を仲介したのは、松本と
は日尼懇の間柄にあった遠藤勝助であったと考えられる。彼は、当時、救荒対策や新知識
を紹介し合う会合、尚歯会を主宰した紀州藩儒で藩校明教館の教頭であった。
　献上書の内容は3類に分かれ、外国地誌類は、「西域聞見録」3巻、「野作東北　鞄雑
記」6巻、「魯西亜国記」2巻をはじめとする‘通計一百五十二部　巻数二百四十八
巻’、清文類は「清文鑑」8秩、「満漢字四書」1秩、「清書全集」3巻を含む、‘通計六
部巻数五十八巻’、地図類は「倭洛斯地球図」1張、「野作全図」2張、「薩姶連島図」
1帳、「黒龍江中州井天度」1張等‘通計図巻四巻井図類四十五張’であるee）。図類の
うち「黒龍江中州井天度」（間宮林蔵のカラフト図）は、現在、オランダ、ライデン大学
所蔵の「黒龍江中之州井天度」（最上徳内からシーボルトに渡されたもの）と同図であ
り、その松本の献上図の写図が、日本では唯一、北海道大学図書館・北方資料室に所蔵
されている。この図を含む献上本のその後については、拙論（注22）を参照されたい。
5「上書」1（天保9年、1838、12月）
いわゆるモリソン号事件に関しての上書である。イギリス船（実はアメリカ船）モリ
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ソン号が漂流民送還を名目に通商を目的として渡来するとの風説に対し、高野長英は
「夢物語」を著わし、渡辺峯山も、ひそかに「慎機論」を書き、文政打払令を適用した
場合、重大な結果を生ずるとの危催を述べた。長英や睾山はモリソンを、著名な東洋学
者、ロバート＝モリソンと信じて論じたが、松本は、‘諸厄利亜国モリソンと申船’と
している。松本は、恐らく天保9年10月15日の尚歯会で情報を得て24）、長英、峯山と同
様、文政打払令の実行を控えるべしと考え、幕府に上申したのがこの「上書」である。
長英と睾山は、翌10年、蛮社の獄で筆禍により罪を得るが、松本は、同様の主旨を論じ
ながら、「上書」の正式な形式に依ったため、難を免れたと言われる。松本の「上書」
は写本として広く流布し、また活字本として刊行されているが、その主なもののみを次
に挙げる。
A「近時海国必読書　巻之九」所収。（写本）
　国立公文書館（内閣文庫）蔵。10巻10冊のうち。成立年代は不明であるが、吉田松陰
の「西遊日記」によれば、松陰は、嘉永3年（1850）九州平戸で豊島権平（平戸藩砲術
師範）より、9月29日から10月10日まで「近時海国必読書」（10冊）を借りて読み、抄写
している。10月5日には松本の「上書」も読み、一部を日記中に記している25）。従って
‘必読書の成立も、それ以前の事であると言える26）。
B「海防彙議」第13巻（全15巻中）所収。（写本、嘉永5年、1852）
　北海道立文書館等所蔵。
C「日渉園叢書」（写本、全5巻）第4巻所収。
　静嘉堂文庫蔵。片山達編（上記3Dに同じ。）
D「海冠霜策」（安蘭圃撰）の附録「松本斗機蔵上申記録」。
　尊経閣文庫蔵。「献芹微衷」も同綴。
E「弊函一掃」（写本、全12冊、但し、2冊を1部に合綴。六部とす。）第8冊所収「松
本斗機蔵上書」
　国立国会図書館蔵。
F「日本海防史料叢書」（住田正一編、昭和7年、海防史料刊行会）（刊本）、第3巻所収。
　これは、上記Aの活字本である。但し、句読点を付している。
G「多摩文化」第7号（多摩文化研究会、昭和36年、1961）所収、村田光彦『松本斗機
蔵の漂民送還に就いての上書』
　「上書」全文が活字化されている。他書にある割注が省かれた所などあるものの、誤
字無く、片仮名を平仮名とし、読点を付す。編集後記によれば原本は‘村田翁の筐底か
ら頂いて、全文を載せた。’由である。原本は筆写未見である。
H「切支丹・蘭学集」杉浦明平編（筑摩書房、日本の思想16、1970、昭和45年）所収、
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「松本斗機蔵上書」。
　上記Fから引用。原文は片仮名を平仮名に書き換え、訳、注を付す。
1「八王子千人同心の群像」（1994、平成6年、八王子郷土資料館）所収、土井義夫
『三、松本斗機蔵の海外知識』付属〔資料9〕。
　「上書」全文を、上記Fを底本とし、更に上記Aによって校訂し（て活字化し）た旨
が記されている。
6「献芹微衷附編」（けんきんびちゅうふへん）（写本。天保10年、1839、3月）
　早稲田大学図書館蔵本。内田銀蔵旧蔵本。現在の表題は「献芹微衷附」であるが、元
の題は「献芹微衷附編」であるので、これを本題とする。本文13丁。
　本書の内容は、イギリス、ロシヤなどの強国の侵攻に対する、江戸および近海の具体
的な防衛策である。注目すべきは此の書の執筆時期である。前年、天保9年（1838）12
月、幕府は、江戸湾防衛の強化のため、目付鳥居耀蔵と代官江川英竜に対して江戸湾巡
検を命じ、両者は天保10年1月9日巡検に出立した。江川が見分を終えて帰府したのは
3月15日であった。江川が巡検に出発する前に、松本に会う約束があったが、松本の急
な病気のため果せなかった事は、松本の書簡（江川の手代斉藤弥九郎宛、天保10年2月
19日付。以下12a。）で明らかであり、また同書簡中で、松本は2月16日に渡辺皐山を
訪れて、鳥居の異議により帰府を余儀なくされた奥村喜三郎とも会って、巡検の事情を
聞いたことを述べている。帰府後の江川は、巡検の結果を基に、江戸湾防衛策を進言す
る仕事があり、睾山の意見を求めている27）。松本は帰府後の江川に会う予定を書簡（下
記12b）に述べており、彼の「献芹微衷附編」の執筆はちょうどこの時期に当ってい
る。彼はこの書の最後を、‘右ノ件））一ハ皆是廟堂ノ大政ニシテ胤親如キ盲昧不識ノ鄙夫
敢テ狸リニ議スル所二非ラス狂慢ノ事死シテ鯨罪アリ’と結んでいる。彼は本書を著述
の後、4月17日に、蔵書（上記、4）を紀州家へ献上する。その約1か月後、5月14
日、峯山は北町奉行所へ召喚され、時は蛮社の獄へと進行して行く。本書と江川その他
の人びととの関わりについては不明であるが、緊迫した時勢と松本の覚悟の程を感じさ
せる著述である。
7「蔵書目録」2（写本。1冊。天保10年4月17日、上記4を紀州家へ献上以後。）
　岩瀬文庫（愛知県西尾市）蔵。これは上記4以外の蔵書目録である。本文全22丁。こ
の後に献上書目録（上記4）も付せられている。本文の最初の部分は失われたらしく、
経書類とすべき項目の途中と思われる所から始まっている。各類には書名と、その巻数
（冊、編、または秩（巻数不明）と記す場合あり）が記されている。経書類（部数13、
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67巻；以下、歴史〔類〕を例とし、部数、巻数の文字は省き、その順に数字のみ記し、
冊、篇、峡はその旨＋で付記する）以下を記すと次の通りである。
　歴史（35部、250巻＋2秩）、子類（18、106）、本朝実録類（79、361＋14篇）、法令制
度類（23、69）、天草実録類（29、31）、赤穂実録類（8、11）、白石翁著述（14、21）、
兵書類（13、55）、政要類（11、49）、文章（9、54＋3冊）、正文（4、22）、和漢字書
（17、129）、和雑書（18、87）、小説（11、15＋10秩）、雑書（28、94＋2秩）、書目
（6、36）、詩（33、96十1秩）。
　以上、合算（経書類を含む）とすると、18類、369部、1553巻＋14篇＋3冊＋15秩とな
る。この「蔵書目録」は、松本が紀州家へ3類（外国地志類、清文類、地図類）を献上
した後、間もなく、松本自身によって作られたと思われる。それは、この目録の本朝実
録類の中に大日本史、35巻があり、その書名の下に　‘天保十年四月十九日購得之直金八
両’とあることによる。この日付けは、紀州家へ蔵書献上の2日後の事である。また、
この8日後4月27日に松本は藤田東湖を訪問して、北方問題を論じている（藤田東湖
「東湖随筆」）。松本が一方では献上によって蔵書を手放し、他方で、それに数倍する残
余の書物を保持し、更に買い増してさえいることは、上記3類の書物類献上が、表面上
の理由以外に特別の意図があった事を示しているas）。本書の巻末に“甲寅四月廿二日写
了…”と写本の時を示している。即ち文久2年（1862）の写本である。記載の書籍の其
の後の所在は不明である。
8「上書」2（自筆原稿。天保11年、1840、8月25日付。）
　下記11秋霞叢書（米国、カリフォルニア大学・バークレイ校蔵）、a、　C　1所収の1編
であるが、特にここに取り上げることとする。本文5丁。表題は「奥羽両国凶荒之石切減
少之人別増殖之仕方井八幡船之儀二付愚意存付候趣奉申上候書付」とあり、右端に　‘天
保十一子年八月廿五日　御目付鳥井（；）耀蔵殿へ上ル’と後日の加筆がある。八月の
八は元は十一とあるのを消して、八と訂正している。内容は表題の通り、1つは天保4
年以来の凶荒によって‘奥羽両国’はとりわけ甚しい被害を受け、若者は逃散し、老人
子供は居ながら飢死する有様で、人口が激減し、以前の良田も荒れ果て、石高が減少し
ているので、耕作の人口を増し、石高を回復するための進言である。他の1つは、近年
我国の船で海賊行為（八幡）や抜荷を行なうものが多い。それらが外国船とひそかに通
じて、我が国に害を為す事も危ぶまれるので、更に厳重な取締りが必要なことを提言す
るというものである。
　これら2件はすでに「献芹微衷附編」で、江戸及び近海の防衛策との深い関連におい
て論ぜられているが、ここでは、その2件を単なる別の問題として取り上げ、極めて控
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え目な論調となっている。蛮社の獄後、目付の鳥居耀蔵に対する「上書」という点を意
識してのことかと思われる。松本は、翌天保12年（1841）9月19日に病没する。大槻如
電は‘〔松本は天保十二年〕江戸市サ鳥居甲斐の推挙にて浦賀奉行の與力に挙げらる。
その任に赴かん〔と〕するや病に死す。’29〕と記している。この「上書」が鳥居の推
挙’と何等かの関係があったかと考えられる。
9「秋霞叢書」（しゅうかそうしょ）1（自筆。草稿。7冊。）
　無窮会専門図書館・神習文庫蔵。井上頼囹旧蔵本。これは、後記する11「秋霞叢書」
2と一連の叢書である。松本の残した草稿の類は文久2年（1862）頃、或る事情から、
蒼捏の問に冊子にまとめられ、「秋霞叢書」、「秋霞採録」、「菊人漫筆」などと名付けら
れ、複数の蔵書家が所有することになったと思われる。ここに挙げる「秋霞叢書」1
や、次項の「秋霞採録」は神習文庫（井上頼囹集蔵）の一部となった。これら叢書類に
は題名だけ記され、巻（冊）数や著者名も記されていないので、叢書類の全巻（冊）数
は不明である。然し、筆跡や内容から松本のものである事は確かである。内容も記録、
考証、抄出筆記、音韻・類語研究など多岐にわたっている。ここでは、これら7冊を仮
にMl～M7（Mは無窮会の意）の記号で示す。各冊の内容の大略は、題目のある事項
は、その題目を「」で示し、他は、その事項の要点を取って〔〕で示すこととす
る。
a．M1　内題は「漫筆二稿」。下記10「秋霞採録」（Mgb）の内題が「漫筆初稿」とあ
るので、元はその順序であったと思われる。文政年間の記録多し。「長崎龍おどり」（木
版画）、「類焼道しるべ」（瓦版）、〔レザノフー行（文化2年）ロシヤ人の熱気球〕、〔聖堂
書生寮殺傷事件〕、〔御番外科岡田淳敬（遠嶋）等判決〕、その他「封回状」、「申渡し」、
「御書付写し」等多数。最後に、松本のロシヤ研究（「薩ロ合連島考」「国字考」等5項目）
を付す。
b．M2「切支丹之徒仕置一件」、〔シーボルト事件、土生玄碩、高橋作左衛門等判決
文〕（17丁にわたり詳細）等。
c．M3　「京銭」等各種考謹。
d．M4　「枕中十書抄」、「廿一史纂抄」、「春秋論　清閣若球」。
e．M5「通音例」、「語言似類」。後者は岡本保孝（況斎）が松本から借りて写し、「似
類語林」と題して保存す（静嘉堂文庫蔵）。
f．M6「語言似類」M5とは別本。
g．M7「語言似類」M6の続きと思われる。
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10「秋霞採録」（しゅうかさいろく）（自筆。草稿。4冊。）
　無窮会専門図書館・神習文庫蔵。井上頼国旧蔵本。著者名は無いが、松本の自筆本で
ある。上記9と同一図書館・文庫蔵であるので、上記9のM7に引続きM8a～Mlldの
記号とする。
a．M8a「山形大武」等4件始末。「西丸刃傷落首」、「佐野善左衛門一件」等記事。
b．Mgb内題「漫筆初稿」とある。「文政元寅三月来貢和蘭人十五日登城」、「風説書
抜葦」、〔碩石落下〕、「天文方高橋作左衛門碩石之儀申上候始末」等、雑録。M1へ続く
ものであろう。
c．M10c「秋霞採録　乾」とあり。内容は「語言似類」。　M　5～M　7とは別内容。
d．Mlld「秋霞採録　坤」とあり。内容は「語言似類」。　M　5～M　7、　M10cとは別内
容。
11「秋霞叢書」2（自筆。草稿。8冊。）
　米国、カリフォルニア大学・バークレイ校蔵。旧三井文庫（鵠軒文庫）3°）蔵本。現在、
同大学、東アジア図書館（The　East　Asiatic　Library）に収蔵されている。これら8冊
をC1～C　8（Cはカリフォルニア大学（University　of　California）の意）と略称して
記す。
a．C1　巻頭に、「文稿　天保五年甲午九月中句改写」とあり、後筆で「目録」が付
せられ、21編の文稿に題名が付せられており、右下隅に「壬戌九月十一日夜改」（壬戌は
文久二年、1862）と記されている。主なる数編を挙げておく。「論当今」、「菊人自述」、
「示門生説」、「満文輯韻序」、「平子竜往復」、「問目答」3’）、「奥羽両国人別増殖建白」（上
記8に取出し解説）。このうち「満文輯韻序」は高橋景保の「満文輯韻」に付すための
「序文」で、山田孝雄「満字随筆」（大正7年、1918）の序文に　‘島田一郎君が「菊人漫
筆」（松本の筆記）中にありしを筆写して特に余に贈られしもの’なる旨を記して載せた
ものと同文である。然し、後記する「菊人漫筆」（h．C8）中には無くて、このC　1中
に在るということは、C8とは別に島田一郎氏所蔵の「菊人漫筆」が存在したと思われ
る。この「満文輯韻序」は、松本が高橋景保の命で作文したものであろうと推定されて
いる32）。なお、目録に記載は無いが、「恭惟」と題する1編（漢文）も綴られている。
これは、水戸藩主徳川斉昭が、天保11年（1840）1月、江戸を去って帰藩する事を知っ
た松本が、内外多難の折、国家のため水戸への帰国を思い止まるよう、斉昭に懇請する
内容である。
b．C2　「義経伝」、「蘇牙紀行」（館野瑞元の蘇牙（スヲヤ＝宗谷）への道中記を漢文訳
したもの）、「問目」（上記C1の「問目答」と対）。
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c．C3「令義解抄」、「乗燭。通考。放言。抄録」（伊藤東涯「乗燭言輩」、新井白石「同
文通考」、滝沢馬琴「玄同放言」よりの抄写。88項目。松本の注も付す。）、「闊国戸口
数。附録『日本閏国寺院数』、『江戸諸御倉数』」。
d．C4「紀関原之役」（下記C　7とほぼ同文）、「嶋津家久平定留求始末（付留求の地名
考謹）」、「論留求罪状」。
e．C5「文政十亥年閏六月長崎在館支那人一揆之始末」、〔「藩翰譜」等諸書より抄写
の朝鮮関係記事〕等7編。
f．C6　「水濡伝奇語解」、「咳鯨叢考抄」、〔「日知録」よりの抄写〕、「西廟記」（用語の
解説）33）。
g．C7　表紙（半紙、本文とこより綴じ）に表題（「秋霞叢書」も）は無い。虫食い
が進んでいる。本文の巻頭第1行に「関原戦記」その下に「松本胤親誌」とある。著者
の名は「秋霞叢書」、「秋霞採録」全冊（M1～MlldおよびC　l～C8）中、ここに記さ
れているだけである。内容はC4の「紀関原之役」とほぼ同文である。独立した1書
で、浄書本かと思われる。
h．C8　表題は「菊人漫筆」（「秋霞叢書」の表題無し）。その下に「壬戌重陽日装成」
（壬戌は文久2年、1862）と楷書で記す。
　「乙未年読過書目」（天保6年、1835、「吾妻鏡」、「砕玉話」、「史記」等167冊の読書記
録）、「丙申歳読過書目」（天保7年、正月から8月までの読書記録。「信長記」、「海防紀
事」、「岩淵夜話」、「譜厄利亜人性情志、別勒空律安設戦紀、蝦夷道知辺、合本」等187
巻と10冊）、「歳暮書懐」（漢詩）、「丙申試毫」（漢詩）、その他、読書の抄写、雑録等。
12　書簡（3通）3‘）
a．斉藤左馬之助（弥九郎、江川英龍の手代）宛。天保10年（1839）2月19日付。（写）
　江川文庫（静岡県韮山町）蔵。当時、斉藤は江川に従って、江戸湾巡検中であった。
この書簡はその巡検先へ送られたと察せられる。内容は、江川が1月19日巡検に出立す
るので、それまでに出府して面会する約束であったが急病で果せなかったこと。2月7
日に出府し、‘年来無二の朋友’である内田弥太郎が手付としてお供することを聞き、
我が事の様に嬉しく思うこと。巡検先での様子は、16日に渡辺畢山宅で奥村喜三郎（鳥
居耀蔵の異議で途中から帰府）から詳しく聞き、‘例の女干物’には江川も当惑のことで
あろうと皐山などと噂したこと。帰府され茨第、又出府するつもりであること。等であ
る35）。
b．上記a．と同じく、斉藤左馬之助宛。天保10年3月19日付。（写）
　江川文庫蔵。内容は、見分も終り、帰府されたら、出府するつもりであること。自分
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の門人が甲州で、代官江川の善政を見聞きしたので、急いで別紙でそのことをお知らせ
したいこと。過日出府中、所々で江川の良い評判を聞いたが、水府（水戸藩）では格別
であること。（内田）弥太郎をよろしく頼むこと。等である。江川の善政の具体例は別
紙に述べられているse）。
c．磯沼常右衛門宛。天保11年（1840）8月22日付。（自筆）
　磯沼洋三家文書。この書簡は、八王子郷土資料館の古文書調査中発見されたもので、
同資料館の特別展「八王子千人同心の群像」（平成6年、1994）に展示され、また同展の
解説および資料集「八王子千人同心の群像」に、写真と活字化の全文（資料12）が紹介
されたものである。磯沼家は武蔵国多摩郡小比企村（現在、東京都八王子市小比企町）
の名主で、文人墨客が訪れ、逗留したりする旧家であった。松本の書簡は、文化人と交
流の深かった当主常右衛門へ宛てたもので、内容は、此の程、書物類に風入れの際‘行
道老兄’の遺筆を取出した所、旧懐の念に思わず涙したこと。その遺筆は沢山に所持さ
れているであろうが、私の手許にあるものほど丁寧に書かれたものは少いと思うので、
私個人宛のもの以外は、すべてお返しすること。等である。‘行道老兄’とは武州瀬谷
村の名主で、磯沼家とは姻戚の守屋行道で、書を善くし、磯沼家には食客として滞在
し、書を教えたりしたといわれる37）。当然、松本とも磯沼家を通じて親交があったので
あろう。この書簡は、松本の直筆であること、他には見ることの少い個人的感情が率直
に表わされていること。更には、緊迫した時代に対処して身辺の整理を急ぐ気配が感じ
られること。それに、この書簡の送られたのは、鳥居耀蔵への「上書」（上記8）の日付
けのわずか3日前の事であること。等の点で注目すべきものである。
　以上、現在までに判明している松本斗機蔵の著述について大要を述べたが、今後、更
に新資料の発見によって一層の充実を期したい。
　おわりに、資料収集に際して、閲覧、複写等数々のご便宜、ご協力、ご教示をいただ
いた各大学、各図書館等諸機関ならびに関係各位に心から御礼申し上げる次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
1）佐藤昌介「洋学史研究序説」（昭和39、1964、岩波書店）pp．211（略伝）、213、214、242、245、262、340。
　また「国書人名辞典」（1998、平成10年、岩波書店）第4巻、松本胤親の項参照。
2）山田孝雄「満字随筆」（大正7年、1918、珍書同好会）解題に松本の　満文輯韻序’を引用。
　新村出『満州語史料補遺』（大正3年、1914、「芸文」）（「新村出全集第一巻」（昭和46年、1971、筑摩
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　　書房）所収『東方言語史叢考』中）。および『本邦満州語資料断片』（昭和2年、1927、稿）。
　　上原久「高橋景保の研究j（昭和52年、1977、講談社）pp．897、914～918、923。
3）塩野適斉「桑都日記」（国立公文書館（内閣文庫）蔵）巻之十四下編、文化6年11月17日の条。ごこ
　　では‘年十五’とあるが、実際は十七であった。
4）後掲4蔵書目録1序文及び11秋霞叢書2、Cl所収「菊人自述」の文中。
5）前掲、上原久「高橋景保の研究」pp．916～917参照。
6）MEMOIRS　OF　THE　LITERATURE　COLLEGE、　IMPERIAL　UNIVERSITY　OF　JAPAN　No．1．
　　（1887、明治20年）所収のB．H．Chamberlainの論文及びJohn　Batchelorの“AN　AINU　GRAM－
　　MAR”の後に付せられた‘A　CATALOGUE　OF　BOOKS　RELATING　TO　YEZO　AND　THE
　　AINOS’．
7）御製増訂清文鑑巻三十一、牲畜部一、馬匹類第二。内閣文庫の高橋景保使用の清文鑑によれば、特
　　にこの部分のみに景保自身の訳文（朱）が付せられている。1か所、訳に誤まりがあり、それは後
　　に墨で訂正されているが、松本訳（東大本）では元の誤りのまyの訳が載せられていることから、
　　松本は景保の元の訳を参考にしたと思われ、又両者の師弟関係も推測される。
8）近世庶民生活史料「藤岡屋日記」（鈴木巣三・小池章太郎編）第一巻（1987、三一書房）p．343
9）「通航一覧続輯」巻之五十阿蘭国部四、文政四辛巳年及び文政六癸未年の両項。
10）管宗次『文政年間・酪駝舶来について』（「文芸研究　河内国文」第11号、昭和62、1987年、所収）
　　「通航一覧」巻245、阿蘭陀国部、文政七甲申年の条
11）山田琢訳注「憬堂日暦1」（1970、昭和45、平凡社、東洋文庫）p．199。なお文政7年9月19日の条
　　にも稟駝について記している。
12）前掲、10）管宗次氏論文pp．25～27。
13）管宗次編「尾崎雅嘉著述三種」（昭和61年、臨川書店）に「稟駝渉覧」（影印）を収む。
14）下記4　「蔵書目録」1の項参照。
15）岡本況斎「相識人物志」（手稿。静嘉堂文庫蔵）（刊本、昭和3年、1928、六合館「日本芸林叢書」第
　　5巻所収）中に松本の人物評を記す。
　　森銑三『岡本況斎の交友簿』（昭和47年、1972、中央公論社、「森銑三著作集」12巻所収）
　　また況斎は天保11年（1840）4月、松本の「似類語林」を借りて手写し（静嘉堂文庫蔵）、その末
　　尾に“右一巻友人松本胤親所輯録…”と記している。
16＞松本は献上の6日ほど前、天保8年9月19日に、藤田東湖に出会っている（藤田東湖「丁酉日
　　録」）。また、「日本文庫」（明治25年、1892、博文館）第10編所収の「献芹微衷」の解題（内藤恥嬰）
　　参照。但し、ここで、松本の名前（胤親）を誤まって胤通としている。この誤りは、その後、井野
　　辺茂雄「維新前史の研究」（昭和10年、1935、中文館）を経て、佐藤昌介「洋学史研究序説」（昭和39
　　年、1964、，岩波書店）にまでも及んでいる。そのため、「北海烏舶記」などと「献芹微衷」の著者が
　　別人であるとの誤解があった事は否めない。訂正されるべきである。
17）この如電の松本に関する小伝は、年齢等に誤りはあるものの大筋において正確であり、貴重な記述
　　である。
18）早稲田大学、洋学文庫、大槻磐渓「献芹微衷　正続二冊」（自筆）の第1冊。この末尾‘外篇’参
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　　照e’これは、大正14年（1925）に、磐渓の贈位（前年）記念に活字本にして知人等に呈上された
　　「磐渓先制」に収録されている。
19）上記‘外篇’中に収められている。活字本は、前掲（注16）の「日本文庫」第10編所収、「私策微
　　衷二書評論」がある。
20）藤田東湖「丁酉日録」及び江川文庫蔵の「天保八年御参府諸用留」（刊本は戸羽山潮「江川担庵全
　　集」別巻二（昭和54年、巌南堂書店）所収）。
21）序文は、大部分の文に主語を欠き、文脈が明らかでないが、一応、本稿の筆者（大野）の解訳を記
　　した。松本が、‘天文方の高橋作左衛門について学’んだことや、‘近藤重蔵其他一時有名の人に交
　　りて研究’したことは、前掲（注15）岡本況斎の「相識人物志」に明らかであり、蔵書の内容を検
　　討すると、独り最上徳内の蔵書のみを借抄したとする従来の解釈は妥当ではないように思われ
　　る。
22）筆者（大野）の小論「『黒竜江中州並天度』」（間宮林蔵）図国内所在変遷考」（学習院女子短期大学
　　紀要、第32号、1994）。
23）松本の「蔵書目録」が初めて世に紹介されたのは、「鎖国時代日本人の海外知識一世界地理・西洋史
　　に関する文献解題一1（開国百年記念文化事業会編、昭和28年、1953、乾元社）（pp．58～59）で鮎
　　沢信太郎博士が‘外国地志蔵書目録」（写）一巻一冊　天保十年（一八三九）松本斗機蔵　として解
　　説されたものである。それを受けて、渡辺忠胤「最上徳内と松本斗機蔵一斗機蔵の蔵書目録を中心
　　として一」（「多摩文化」第16・17合併号、昭和40年、1965、多摩文化研究会）が発表された。「八王
　　子千人同心史、通史編」（平成4年、1992、八王子市教育委員会）pp．469～472には「蔵書目録」の書
　　名と巻数などの全文が翻刻され、「八王子千人同心の群像」（1994、平成6年、八王子郷土資料館）
　　中の‘三、松本斗機蔵の海外知識’（土井義夫）pp．32～50には、松本の書簡等各種資料と共に、横
　　浜市立大学蔵本の「蔵書目録」全文が写真で掲載されている。
24）筆者（大野）の小論「尚歯会についての一考察」（学習院女子短期大学紀要、第36号、1998、平成10
　　年）参照。
25）「吉田松陰」（岩波書店、日本思想大系54、1978、昭和53年）pp．413～418。
26）「日本海防史料叢書」（住田正一編、昭和7年、1932）第3巻、収容書目解題（近時海国必読書の項）。
27）前掲、佐藤昌介「洋学史研究序説」、p．262、　p．267等。
28）前掲、拙論（注22）。
29）本文3「献芹微衷」、Aに関連した、大槻如電の松本の小伝（注17）中。
30）東京大学医学部教授であった土肥慶蔵（号鴇軒）（慶応2年、1866～昭和6年、1931）の集書による文
　　庫。カリフォルニア大学・バークレー校が旧三井文庫本を入手するに至った経緯とその目録は『カ
　　リフォルニア大学バークレー校旧三井文庫写本目録稿』（長谷川強、渡辺守邦、伊井春樹、日野龍夫
　　4氏による）（昭和59年、1984、国文学研究資料館文献資料部発行の「調査研究報告　第5号」所収）
　　に詳述されている。また、『UCBの一年三か月一旧三井文庫資料の整理を終えて』（児玉史子、戸沢
　　幾子両氏による）（1987、昭和62年、「国立国会図書館月報8、NO．317」所収）にも詳報がある。
31）これは紀州藩儒で尚歯会の主宰者、遠藤勝助の「問目」（本項、b．　C　2中）に対する「答」である。
　　なお筆者（大野）の小論「尚歯会についての一考察」（学習院女子短期大学紀要、第36号、1998、平
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　　成10年）参照。
32）上原久「高橋景保の研究」（昭和52年、1977、講談社）pp．915～918。
33）岡本保孝（況斎）の松本評（上記注15）の末尾に言う　‘小説をもよくよむ。名高き一漢に学ぶ。’
　　を裏付ける資料と思われる。一漢（一圭、遠山荷塘）が日田の広瀬淡窓に別れを告げ（文政7年10
　　月）、江戸に着いたのは文政8年4月であった。彼は文政9年1月に、「西廟記」、「水潜伝」を開講
　　したようである。（清水礫洲「有也無也（ありやなしや）」、明治40年、彩雲閣、pp．41～42；徳田武
　　「江戸漢学の世界」（1990、ぺりかん社）、p．57等）。
34）前掲（注23中）「八王子千人同心の群像」の三、松本斗機蔵の海外知識（土井義夫）に付せられた資
　　料10、同11、同12に、以下3通の書簡が活字化されている。
35）前掲（注1）、佐藤昌介「洋学史研究序説」p．262および仲田正之「江川担庵」（昭和60年、1985、吉
　　川弘文館、人物叢書）p．79に、この松本の書簡からの引用がある。
36）前注（注35）仲田正之「江川担庵」pp．43～44に引用あり。この書簡は、「明治聖徳記念学会紀要」
　　第35巻（昭和6年、1931）所収の加藤玄智『甲州都留郡の人民生前より江川担庵大人を祭祀す』に
　　取り上げられた。また、「江川担庵全集」（戸羽山潮編著、昭和29年、1954、巌南堂）上、pp．69～70
　　に全文が収録されている。
37）八王子郷土資料館、学芸員、土井義夫氏のご教示による。
（おおの　のぶたね　本学非常勤講師）
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